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               TWO CASES OF PRIAPISM 
          —Statistical Observation of 129 Cases Reported in  Japan— 
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                        and  Kuniiti YAMAMOTO 
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   Clinical findings of two cases of priapism with hypertension were reported. 
   As a treatment, incision of penile sponge was successfully performed. 
   One hundred and twenty nine cases of  priapism so far reported in Japan were analysed 
statistically from the clinical point of view.
1緒 唇'
Priapismはか つて比較的稀有 な疾患 とされ
ていたが,最 近 ではそ の報告 も多 くな り決 して
珍 らしい疾患 とはい えない.し か し臨床 的にみ
て本症は,未 だにそ の発症 の病 因が完全 に解明
され てい ない こと,満 足 すべ き有効 な治療法 が
ない こと,治 療 後 も長期 に亘 り性障害 が残 るこ
とな どで問題 は多 い.
最近我 々は本症 の2例 を経 験 したが,そ の症
例報告 と共 に,本 邦 におけ る全症例129例を集
































～125mmHg,赤 沈1時 間 値8mm,2時 間値20mm,
血 清 ワ氏 反 応,村 田反 応 何 れ も陽性.
尿 所 見:オ レン ヂ色,清 澄,蛋 白 弱陽 性,赤 血 球 ・
白血 球 ・円 柱 ・細菌 等 何 れ も見 られ な い.P.S.P.1時
間25%,2時 間20%.
血 液 所 見:Hb75%(Sahli法),赤血 球359万,白
血 球6,600,白血 球 の百 分 率 正常.血 清 蛋 白7.6%,
残 余 窒 素18.6mg/d1,電解 質C1361mg/dl,Na317
mg/dl,K16.8mg/di,血液 凝 固時 間=開 始12'30",
終 了15'30",出血 時 間9'30"(Duke氏法).
髄 液 所 見=水 様 透 明,圧280mm水 柱(側 臥 位),
細 胞 数105/3,Nonne-Apelt(什),-Pandy(昔),総
蛋 白量1%分 劃,塩 素 量429mg/dl.
神 経 学 的検 査:反 射 は 正 常 で,病 的 反 射 もな い
E・K・G,胸部,腰 部X-P等 何 れ も正 常.
眼 底所 見=Keith-WagnerI型,SkreroseI.
経 過 及 び治 療(第1表)
第1表 症例(1)の治療および経過
癌 日 5'0 ノ5 2ρ, 、II2F, 3ρ
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無かつた.7病 目海綿体穿刺を行い,ヘ パ リン5mg
の局注を行つたところ幾分軟かくなつた.
しかし,翌 日(8病 日)には再び もとにもどり強度
の勃起状態となつた.10病日:痙痛性勃起に対し,
O.5%,ボカイソによる局麻を行 うも全 く無効であり,

































現症=体格強剛.栄 養良好.顔 貌やや苦悶状.舌 苔




















d1・Mg1・76mg/dl・プ ラス ミン値18 .3(Tripsin
percent,H,F.P.method)
上 部 尿 路 に 異 常 所 見 は な い
肝 機 能 検 査:異 常 な し.
尿所 見 ・黄 色透 明,蛋 白(一),糖(一),ウ ロ ビ リ ノ
"ゲ ソ(士),細 菌(一).
脊 髄 液所 見:水 様 透 明,圧160mm水 柱(横 臥 位),
細胞 数1/3'・Nonne-Apelt反応 及 びPandy反 応共 に
陰性,
神 経 学 的検 査:正 常 で,挙 睾 筋 反 射 正 常,腱 反 射 そ
の他 の反 射 も正 常.病 的 反 射 は 認 め られ ない ,
胸部,腰 部X-P及 びE・K・G,眼 底 所 見 い つ れ に
も正常.
経過 及 び 治 療(第2表).
第2表 症例(2)の治療及び経過
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で も山本1)・宮内 ・大森2)・大越3)らが既 に詳細
に検討 してお り,一 般的事項 についての検討 は
省略す る.
本邦 におけ る統計 的報告 は大越3)(1950)が17
例(症 例数 としては16症例)を 集 め,そ の後松
尾4}(1955),大森5)(1958),志田6,(1958),
片村7)(1960),永田8)(1960),中溝9)(1962)
等が各 々症例 を集 めて報告 してい る.我 々は本
邦第1例 として山本1)ら(1930)の報告以来,
1963年未 までに報告 された全128症例に 自験症
例 を加 え,全129症 例 についての統計 的諸 考察
を行つ た(表3)
症 例の集計に当つ ては重覆 して報告 され てい
る ものは主著 のみについ て記載 し,又 腫瘍性 の
もので明 らかに腫 瘍の浸潤に よる硬結 と思われ
る症例 は除外 した.表1は129症 例 の統計表で
あ るが,明 確 な記載のない項 目は除 き,そ の他
は原著 の記載 を可及 的忠実に記入 した もの であ
る.
(1)年 令分布 について(表4)
発症年令は最少 の6才 の白血病性持続勃起 症
か ら,最 高76才の高血圧性 のものに至 る広範 囲
の各年令 層に及んでい る.度 数分布 では20才台
が最 も多 くて,30才台,40才台,10才台 の順序
に分布 してい ることは,矢 張 り多 くが性活動年
令 との関係 を思 わせ る.
病 因 と年令 の関連 をみる と,白 血病性 と腫瘍
第 3 ・蓑
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繍 繍1・ 力巖 可能
灘然治癒
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肝 腫 大 繭
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クロ ール プ ロ
マ ジ ソ 腰 麻
バル ビタ ール
ヘ パ リソ









ザ ル ブ ロ,ヨ ー
ミダ リソ,ル 海 綿 体 切 開
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デ ボ カ リ ク レ
イン ユ ベ ラ
プ ロバ ソ
サ イ ソ





ヘ パ リソ 海綿体切開
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イ ソポ テ ン ツ
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プ レ ドニ ソ,
ヘ パ リソ
海 綿 体 切 開
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ヘ パ リン局 注
ペ ニシ リソ
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イ ンポ テ ン ツ
(2ヵ 月後)
イ ソポ テ ソ ツ
(4カ 月)
イ ソ ポ テ ン ツ
2カ 月










































































































































醜 ス麺耀† 黙 姻 翻 考者短計
`!S∫Ofi内外全症働)〔!%3耳禾迄の本那全症4醐
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病 因 著 老(1964) 大 越(1950)
特 発 性
炎 症 性





























































一 熱 感 な し .3例
一 冷 感 あ り=8例 … …26%
一冷感なし:5例
との間には一定 の傾 向を認 めなかつた。
ii)熱感 ・冷感 について(表6)
各 々の記載症例がやや不統一 に表現 され てい
るので,原 著 の記載 に従 つて まとめた ものが表
6で ある.即 ち明らかに冷感 あ りと記載 され た
もの全31例中8例(25.8%),冷 感 な しは5例
(16,1%),又熱感 のあつた症 例は15例(48.4%),
熱感のない もの3例(9.7%)となつてい る,冷
感 のない ものが熱感の状態か,或 は熱感のない
とい う記載 が冷感 を意 味す るか解釈 上困難であ
るため,冷 感 とい う点のみを中心に考えてみ る
と,結 局全31症例 中8例(25.8%)のみであ る.
従 つて統計上 か らみて,本 症 の局所 々見 に冷感
のある ことは,必 ず しも特長的 ではない ように
思われ る.
iii)排尿障害 について
本症 の勃起は尿道海綿体 と無関係 のた め,排
尿 とは多 く無関係 とされてい るが,排 尿状態 に
つい て記載症例64例中,何 らかの排尿障害を認
めた もの29症例(44,4%),障害 のなかつた もの
35例(55.6%)であつた.排 尿 障害 を有す る29
症例 中尿 閉或 は高度の排尿 障害 を認 めた ものが
11症例 もあ り,本 症 の診断 に当つては,一 応 排
尿障害 についても留意 してお くべ ぎであろ う.
(5)勃 起持続 日数(図5)
治療 の如何 に拘 らず本症 の治癒経過 は徐 々で
ある.従 つ て症状 の完全 に軽快 した時期 を どこ
にお くか も問題 となろ う.各 報告者 の記載 した
持続 日数 をま とめ ると図2の 如 くであ る.1週
毎にそ の分布 をみ ると,5週 間持続 の ものが最
も多いが,持 続3週 間 のものも一つ の ピークを
作つ てい る.全 体 として,治 療 の如何 んを問 わ
ず殆 ん どが1～2ヵ 月 の長期間 を経過す る.し
か し本症 の持続 日数は,治 療方法或は治療方針
とも関連 してお り,こ れについ ては後述す る.






















第7表 治 療 法









鎮 静 ・眠 剤
ヘ パ リソ 局 注
ヘパ リソ静注
療
抗 生 物 質
法 キ モ プシ ソ
そ の 他





































めて 一般的な 治療効果 の傾向を 示すに すぎな
い.
保存的の各療法について,比 較的有効例の多
























の2例 を経験 した.第1例 は36才で数回の前駆
症経過後発症,保 存的療法の効な く陰茎海綿体
切開にて漸次治癒(持 続 日数20日)した.ワ 氏
反応(+)で,血圧230/150mmHgであつた.
第2例 は37才で1回 の前駆症後発症,結 局海綿
























山 本=皮 尿 誌,30:420;989,1930,
宮 内 ・大 森:日 泌 尿 会 誌,27=451,1938.
大 越=持 続 勃 起 症,南 江 堂,1950.
松 尾=日 泌 尿 会 誌,47:410,1955.
大 森:泌 尿 紀 要,4:97,1958,
志 田 他:臨 沐 皮 泌,13:537,1958.
片 村 他:泌 尿 紀 要,6:122,1960.
永 田 他:臨 林 皮 泌,15:7,1960.
中 溝 他:皮 と泌,23:564,1962,
Hinman:AnnalsofSurg.,60:689,1914.
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